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要 旨 
 

キーワード【日本語学習動機、中心的動機、周辺的動機、質的研究、構造構成主義】 
 
第 1 章 はじめに 
本研究は日本語学校に通う韓国人学習者の日本語学習動機に関する研究を行い、研究課題

に挙げた 3 つの目的に沿った調査から課題解明を試みた。 
 
第 2 章 先行研究 
まず、日本語学習動機研究に関する先行研究を概観した。日本語学習動機に関する先行研

究は多様な国・地域で報告されている。主要研究を研究枠組み・研究手法の差異により、分

類した。研究枠組みでは「統合的動機」と「道具的動機」という動機の枠組みと「外発的動

機」と「内発的動機」という動機の枠組みについていくつかの先行研究を挙げた。研究手法

は「量的アプローチ」と「質的アプローチ」に分類し、それぞれの先行研究を考察した。「量

的アプローチ」は、動機研究において多くの研究が行われてきた。一方、「質的アプローチ」

は近年になってから動機研究において用いられるようになっていることがわかった。 
先行研究を概観して動機研究分野においては、国・地域、調査対象者、調査機関、調査方

法によって、研究結果が異なるといった傾向が見られることが確認され、動機研究分野にお

いては多方面での研究の蓄積が必要とされていることが明らかとなった。先行研究の概観か

ら、調査対象者は日本語学校に通う韓国人学習者とし、研究手法においては、「質的アプロー

チ」を採用することとした。 
さらに、本研究では、「動機」と「動機づけ」の用語を整理し、諸研究者の述べる動機を「中

心的動機」と捉え、動機づけを「周辺的動機」と捉えた。三矢(2000)の定義を借用し、本研

究では「中心的動機」を「言語学習の目的、目標と直結した動機であり、目標言語や目標文

化に対する学習者自身の価値観、考え方」と定義した。「周辺的動機」を「教材、教授法、教

室環境、教師など言語学習環境に関連する動機」と定義した。また、本研究で「中心的動機」

と「周辺的動機」を総合的に考察する際には「日本語学習動機」と記述することとした。 
以上の定義を踏まえ、本研究では①日本語学校に通う韓国人学習者の「中心的動機」の解

明、②日本語学校に通う韓国人学習者の「中心的動機」の時間的経過からの観察、③日本語

学校に通う韓国人学習者の「周辺的動機」の解明の 3 つの研究目的を設定した。 
 
第 3 章 調査・分析 
調査は、都内の日本語学校に通う韓国人学習者 24 名を対象に行った。調査対象とした韓

国人学習者は、2010 年 4 月に来日し、初級クラスに在籍する者に限定した。調査方法は、

質的アプローチに沿ったデータ収集法を基に質問紙調査とインタビュー調査を行った。質問

紙調査では、自由記述式によるアンケート調査を行った。質問紙調査は、2010 年 5 月上旬

に日本語学校の授業後に質問紙を配布し、24 名の質問紙を回収した。インタビュー調査は、

質問紙調査に回答し、インタビュー調査に協力が可能と答えた 10 名を対象とした。2011 年

6 月から 2010 年 10 月までの期間に 4 回のインタビューを行った。最終的に全 4 回のインタ

ビュー調査に協力した調査対象者は 6 名であった。 



 

本研究は、西條(2008)の提唱する「構造構成主義」を理論的基盤とし、調査・分析を行っ

た。「構造構成主義」は、実質的な調査法や分析法ではなく、理論の枠組みを支えるメタ理論

である。「構造構成主義」を理論的基盤として据えることにより、調査や分析を円滑に機能さ

せることができると判断した。 
分析方法は、西條(前掲書)の「構造構成主義」の唱える「関心相関的選択」に基づき、佐

藤(2008)の「質的データ分析法」を選択した。理論を生成する研究に向いているとされるこ

とが選択の理由である。実際の分析にあたっては、「質的データ分析法」を援用し、「演繹的

なアプローチ」と「帰納的なアプローチ」を併用して分析を行った。 
 
第 4 章 アンケート調査の結果と考察 
分析と考察の結果、「中心的動機」は 16 の下位の概念カテゴリーからなる 11 の上位の概

念カテゴリーとして提示した。「中心的動機」の 11 の上位の概念カテゴリーは、「進学志向」、

「仕事志向」、「日本文化理解志向」、「日本社会理解志向」、「日本大衆文化理解志向」、「親日

志向」、「語学学習志向」、「限定的選択志向」、「新経験挑戦志向」、「モデルとの同一視志向」、

「日本生活志向」から構成される。 
 
第 5 章 インタビュー調査の結果と考察 
「周辺的動機」は、23 の下位の概念カテゴリーの分類により、上位の概念カテゴリーが 7

つ構成された。上位の概念カテゴリーは、「学校要因」、「環境要因」、「言語要因」、「目標言語

要因」、「目標要因」、「自己要因」、「他者要因」からなる。 
 
第 6 章 おわりに 
本研究の結果から、「中心的動機」と「周辺的動機」の概念モデルが構築された。さらに、

「中心的動機」は変化ではなく、「修正」と「再構築」を繰り返し強化していくということが

確認された。そして、「周辺的動機」の「自己要因」と「他者要因」が「中心的動機」に影響

を与えることが明らかとなった。 
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